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南都銀行（頭取 石田 諭）は、南都キャピタルパートナーズ株式会社（代表取締役社長 堺 敦行）ならび

に株式会社キャピタルメディカ・ベンチャーズ（代表取締役 青木 武士氏）と共同で設立した「やまと社会

インパクト投資事業有限責任組合」（以下、当ファンド）を通じて、「やまと社会インパクトファンド     

2025 インパクトレポート」※を公開しましたので、お知らせいたします。 

 

本レポートでは、奈良県およびその周辺地域（やまと地域）の社会課題解決を担う起業家人材の育成を目的

として、当ファンドが実施しているアクセラレーションプログラムの内容を掲載しています。 

当プログラムは、創業前後の起業家を対象とする「〈ナント〉サクセスロード スタートアップ 

部門」と、事業拡大フェーズのスタートアップを対象とする「やまとインパクト投資プログラム」で構成され

ており、ビジネスモデルのブラッシュアップから実証実験の支援、投資実行に至るまで、一貫して起業家の 

皆さまの伴走支援を行うものです。 

 

また本レポートでは、当ファンドがやまと地域の社会課題を体系的に整理・可視化した「やまと地域課題 

デザインマップ」について、「自然資本」領域の内容を更新いたしました。本マップを活用し、引き続き地域

の課題解決を志す起業家の皆さまを支援するとともに、地域の持続的な発展に貢献してまいります。 
※「インパクトレポート」とは、インパクトファンドの投資成果および投資がもたらす社会的インパクト（社会的変化や成果）を 

レポートで可視化するものです。 

 

１．インパクトレポート概要 

名 称 「やまと社会インパクトファンド 2025インパクトレポート」 

発 行 日 2026年 2月 18日 

発 行 やまと社会インパクト投資事業有限責任組合 

掲 載 場 所 https://www.nantobank.co.jp/hojin/keiei/venture/pdf/report2025.pdf 

２．当ファンドの概要 

名 称 やまと社会インパクト投資事業有限責任組合 

設 立 日 2022年 10月 1日 

無限責任組合員 南都キャピタルパートナーズ株式会社、株式会社キャピタルメディカ・ベンチャーズ 

有限責任組合員 小山株式会社、トヨタユナイテッド奈良株式会社、株式会社南都銀行 

出 資 約 束 金 額 1,000百万円 

投 資 対 象 やまと地域の課題を解決するスタートアップ企業 

投 資 実 績 8社（2025年 12月末時点） 

運 用 期 間 10年間(投資可能期間 5年) 

【本件に関するお問い合わせ先】                   経営企画部(広報) 甲村
こうむら

・粟子
あわこ

 ℡ 0742-27-1599 

  南都キャピタルパートナーズ株式会社 大東・山本 ℡ 0742-27-1547 

 

「やまと社会インパクトファンド 2025インパクトレポート」を公開！ 



やまと社会インパクトファンド
2025インパクトレポート

YAMATO SOCIAL IMPACT FUND

やまと社会インパクト投資事業有限責任組合
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持続可能な社会の構築に世界的に関心が高まるなか、企業・団体もその姿勢が問われています。人類やこの星が抱える大

小さまざまな社会課題に対し、どのようにかかわり、改善、解決したか。企業・団体が社会課題解決に向け意図的に行った活

動が社会や環境に実際に与えたインパクト（影響）を客観的に評価し、経済的な価値以外の企業・団体の価値を可視化する

試みが「社会的インパクト評価」です。

従来、企業や団体の価値を定める際は、財務的・定量的（数値で換算可能な要素）な評価を重視してきましたが、社会的イン

パクト評価では人々の心理に与える影響など定性的（数値で表せない要素）な評価もあわせて行い、当該企業・団体が提供

する技術、商品、サービス（アウトプット）によって生じた有形無形のポジティブな変化（アウトカム）を捉えます。

インパクト評価によって改善を図り、一層の社会的インパクト創出をめざすことを「社会的インパクトマネジメント」、こうし

た社会的インパクトのある企業に対し、経済的なリターンのみならず社会的なリターンも期待した投資を「インパクト投資」

といいます。最近では、インパクト・ウォッシュ（あたかもインパクトがあるかのように謳うこと）といわれる名ばかりの取組を

行う企業・団体への投資を避けるためにも、インパクト評価の実施とレポートなどの形でその結果を公表することを、インパ

クト投資の要件の一つとする提言もなされています。

インパクト投資について

 IMMを用いたPDCAの考え方参考

・分析に基づいた事業改善
・関係者への報告

・ロジックモデルの作成・検証
・アウトカムの設定
・指標、測定方法、評価デザインの決定
・インパクトの5側面の分析・検証

・事業の実施データの収集・アウトカムの実現状況の把握
・実現状況の要因分析

・リスクの評価

Plan

Do

Action

Check

社会的インパクトは、PDCA（継続的な業

務の改善・効率化）サイクルのなかで評価

します。まず当該企業・団体がめざす最終

目的（こうあって欲しいと願う未来）を決

め、そこに至るまでの戦略をロジックモデ

ルなどのツールを通じて示し、各ポイント

でできる限り客観的な評価指標を設定、

実施状況をモニタリングします。結果は、

分析を通じ今後の運営の意思決定や改

善に役立てるとともに、利害関係者らへ

の報告にも活用していきます。

ロジックモデルとは、事業や組織がめざす「こうあって欲しいと願う未来」の実現に向けた道筋を体系的に図示化したもの

で、事業がどのように目的を達成しようとしているのかを表した仮説もしくは戦略を示すものです。ロジックモデルを構成す

る「インプット」「活動」「アウトプット」「アウトカム」の4つの要素に当該企業・団体の活動やその成果を当てはめ、整理して

いきます。こうして事業を俯瞰することで、長期アウトカムに至るにはどのような活動、アウトプットが必要か、実施状況のモ

ニタリングにどのような指標を策定すべきかなどの把握が容易になります。ロジックモデルは外部環境や内部リソースの変

化に合わせ、適時見直し、修正を図っていきます。

初期アウトカム実現のための具体的な事業内容
中期アウトカム実現の
ための必要なアウトカム

最終アウトカム達成のために
必要もしくはそれまでに
達成したいアウトカム

最終的にめざす
社会のあり方

長期
（最終）
アウトカム

ロジックモデルの構成

イ
ン
プ
ッ
ト

イ
ン
プ
ッ
ト

活
動
活
動

初
期
ア
ウ
ト
カ
ム

初
期
ア
ウ
ト
カ
ム

中
期
ア
ウ
ト
カ
ム

中
期
ア
ウ
ト
カ
ム

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

社会的インパクト評価とは

社会的インパクト評価のプロセス

ロジックモデルについて
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やまと社会インパクトファンドとは

やまと社会インパクトファンドは、ヘルスケア領域でインパクトベンチャーキャピタル

（VC）投資を実践してきた株式会社キャピタルメディカ・ベンチャーズ（CMV）と、株式

会社南都銀行の投資専門子会社である南都キャピタルパートナーズ株式会社（NCP）

が運営する地域課題解決型のインパクトVCファンドです。奈良県およびその周辺地域

（以下、やまと地域）の社会課題解決のためのインパクトファンドの組成・運用を通じ、

地域社会課題解決の実践者を多数生み出すことを目的として設立されました。

Fund Overview

インパクト投資におけるImpact Measurement and Management (以下、IMM)を通して、

地域社会の課題を解決する起業家・事業家を支援します。

やまと社会インパクトファンドのスキーム図

奈良県およびその周辺地域の社会課題解決をめざす

やまと社会インパクトファンドは、一般財団法人社会変革推進財団（SIIF）が展開する「地域インパクトファンド設立・運営支援事業」に採択

されています。本事業は、インパクト企業に資金を循環させるとともに、金融機関を含めた地元企業・自治体・住民が主体的に地域創生を担

うことができる状態をめざすものです。ファンドの運営に必要な経費の一部に、「休眠預金」が活用されています。休眠預金を活用した公益

性の高い事業として、地域社会課題を解決する「実践者への投資」ならびに「実践者の育成」が期待されています。

「休眠預金」を活用した地域インパクトファンド

投資対象は、やまと地域の社会課題を解決するスター

トアップ企業です。具体的には、やまと地域の豊かさ

の追求という考え方において、ヘルスケア領域である

「健康資本（Healthcare）」、農業や林業、漁業といっ

た「自然資本（Nature）」、教育や工芸や文化財、観

光、スポーツといった「文化資本（Culture）」の3領域

を対象としています。

3領域の投資対象

名称 やまと社会インパクト投資事業有限責任組合

無限責任組合員 南都キャピタルパートナーズ株式会社、
 株式会社キャピタルメディカ・ベンチャーズ

有限責任組合員 株式会社南都銀行、小山株式会社、トヨタユナイテッド奈良株式会社

出資約束金額 10億円

運用期間 10年間（投資可能期間5年）

ファンド概要

無限責任組合（GP）

有限責任組合員（LP）

投資対象領域

地域医療を支えるスタートアップなど

やまと社会インパクト
投資事業有限責任組合

運用総額10億円

投資方針

特徴

シード・アーリーステージの企業中心

IMMの実践を通してインパクトを可視化

投資額は3,000万～2億円

ExitはIPO、M＆A

地域基盤のソーシング網

ヘルスケア業界のネットワーク

投資支援ノウハウ

ヘルスケア業界の事業開発・運営ノウハウ

アクセラレーションプログラム

VCと投資家のネットワーク

インパクトマネジメント、インパクトレポート

当地域の社会課題解決を実践するスタートアップ

当地域に登記されているスタートアップ

当ファンドの起業家育成プログラムの実践者

OSAKA

MIE

WAKAYAMA

KYOTO

管理報酬

成功報酬

分配

NARA

健康資本
HEALTHCARE

文化資本
CULTURE

自然資本
NATURE

・医療
・介護
・健康 他

・林業
・農業
・酪農
・漁業 他

・工芸
・加工品
・観光・遊び
・教育
・スポーツ 他

やまと地域の
豊かさの追求

やまと地域の
課題を解決

投資対象

GPコミット

出資

休眠預金活用事業からの助成

投資実行投資実行 投資先
バリューアップ
投資先

バリューアップ
Exit収益
（IPO、M＆A）

Exit収益
（IPO、M＆A）
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